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イタリア紀行
２００７年３月１１日～１９日

第１日目（３月１１日）イタリアへ

いよいよイタリア旅行へ出発の日、朝７時の電車で関西空港に向かった。先日来の春の

ような陽気から、ここ２，３日は冬に逆戻りのような天候で、今日和田山を発つ時も雨降

りであった。ホームで電車を待つ間も風が強く寒かった。

今回は、Ｌｏｏｋ ＪＴＢの「イタリアよくばりハイライト９」のツアーに参加。

関空発 １４：００ ミラノ行き、ＡＺ７９５便

機中時間１２時間３０分の旅は、安定した飛行だった。機内食を２回いただいて、後の

時間は読書に没頭 「濃尾参州記 （司馬遼太郎 「地下鉄に乗って （浅田次郎 「Ｒ・Ｐ。 」 ） 」 ）

・Ｇ （宮部みゆき）等を読む。」

ミラノ着 １７：５０ 予定より４５分早く到着。

ミラノ郊外のホテルに到着。９時にホテルから家に電話をかけた。しかし、よく考えると

日本は夜中の１時頃だった。イタリアとの時差は８時間。

ホテル「ジョリー ミラノ フイオーレ」泊

第２日目（３月１２日）ミラノ観光

早くから目がさめ、朝食前にホテルの周

辺を散歩。イタリアは、観光に最適なぽか

ぽか陽気、この陽気にさそわれてありこち

に春の花が咲き乱れていた。山桜や木蓮の

花盛り、そこかしこに大木が見られる。

ミラノ市内観光の最初は 「スフォルツェ スコ城」の見学。、

スフォルツェスコ城

中世のミラノは、ヴィスコンティ家

とスフォルツェスコ家の２つの名家

が統治していた。この城塞はヴィス

コンティ家が１４世紀に建て、その

後スフォルツェスコ家が改築した。

現在は市立美術館になっている。広

大な庭園が素晴らしい。
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スカラ座広場からガレリアのアーケードを通ってドゥ

ーオモへ

ガレリアのアーケードは、１８７７年に建てられた。

周囲の建物や装飾が印象的、看板の色も指定されており、

マックの商標も赤は使えず金色のシンプルなものになって

いた。天井の四隅にはフレスコ画

があり、四大陸をイメージ

して描かれたものであった。

バールでカプチーノを飲む。１．３ユーロだった。

ドゥーオモは、現在前面が工事中であったが、中のステン

ドグラスが素敵だった。ステンドグラスには、旧約聖書の物語

が順に表現されていた。

昼食は、ミラノ風リゾットとカツ

レツ、リゾットはサフランが入ってい

てきれいな黄色のリゾットだった。

午後はバスでヴェネツィア郊外の都市メストレまで３時間半

の移動。バスの中から

木蓮、プラタナス、桜、マロニエ、ミモザ、レンギョウなど木

々を眺めながら移動。

夕食は、鮭のムニエルと太いパスタ、ポテト、ケーキ、エス

プレッソ、

ホテル「ベスト ウエスタン ボローニア 、国鉄のメストレの駅前のホテルに泊」

第３日目（３月１３日）ヴェネツィア観光

おとぎの国のようなヴェネツィア観光、水の都・ヴ

ェネツィアは謝肉祭で有名、本島には７５００人が住ん

でいる。ヴェネツィアングラスで有名なムラーノ島もも

見えた。島には一切車は入れないので、船で行き、徒歩

観光。ガイドさんの案内で、ドウカーレ宮殿へ。宮殿は

６００年前の市役所みたいなもので、天井画など油絵が

たくさん残されている。 ４００年前の画家、テントレ

ットの世界一大きな油絵「天国」などを鑑賞。ここは昔は宮殿や裁判所であり、今は博物

館になっており、一部は今も市役所として使用されてい

るそうだ。

＜購入しヴェネチアングラス＞
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「サンマルコ寺院」の内部は金箔のガラスのモザイクが大変美し

かった。サンマルコというの

は、翼のあるライオンという

意味で、ヴェネチア共和国の

守護聖人のことである。

ヴェネチア共和国の元首は

選挙で選ばれていたそうだ。

王ではない。大金持ちの人し

か元首にはなれなかったそうだ 「ベニスの商人」に出てくる１。

０人の裁判官の間もあった。

政治犯が裁判を終えて監獄へ入れられる時に渡る橋が、ためいき橋という橋。バイロン

が名付けたというロマンチックな名前。

教会の見学が終わったのが１０時、修理が終わり１０年ぶりに姿を現したという時計塔

のからくり時計が見られた。ムーア人鐘をついていた。つ

き方がちょっとぎくしゃくしている所がおもしろかった。

すごくたくさんの人が注目していた。

ヴェネツィアングラスを購入。赤と緑の２つセットで

ユーロ

サンマルコ広場にある鐘楼にエレベーターで登った。上か

ら見るベネチアの眺めは素晴らしかった。

ゴンドラ遊覧は、期待したほどでなく、ゴンドラが通っ

ているのを上から見る方がずっといいようだった。水がど

ぶの匂いがしてハンカチで鼻を覆わなくてはならなかっ

た。どんどん地盤が沈下しているらしく、１階には住めな

くなっているとか。かつては水面に降りていた石の階段が

ほとんど水の中に沈んでいる。波がひっきりなしに建物の

入口を洗っている 「沈む都、ヴェネツィア、死んでいく。

都、ヴェネツィア」というのは塩野七生の言葉。

昼食は、イカ墨パスタとシーフードだった。水上タクシーでリアルト橋の下をくぐって駐

車場に移動し、バスにてプラトーのホテル「パレス」へ向かった。移動距離２７５ｋｍ。

夕食は、フィレンツエ風ステーキだった。 肉が固かった。野菜が少ししか出なくて不

満。




